
協議第２６号 

 

車両更新計画について 

 

次の調整結果について協議を求める。 

 

令和４年５月９日提出 

 

上尾市・伊奈町消防広域化協議会 

会 長    畠 山  稔 

 

調整結果 
上尾市が策定する車両更新計画に基づき、車両を更新・整備す

るものとする。 

 

（説明） 

広域化時、消防力の整備指針に基づき、西消防署に指揮車を新たに配置す
る。当該車両は、伊奈町の警防車を利用することとし、協議第１０号で承認
された「消防車両の配置場所について」の表、を別紙１のとおり改める。な
お、当該車両は、調査目的で使用する車両であるため、災害時、迅速に指揮
体制を確立するために必要な資機材の積載が十分でないことから、早期に専
用車両の配備を行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議結果 

 

 

調整結果のとおり、承認する。 

 

 

 

 

 

 



協議第１０号 下表  

変更前 

                           （単位：台） 

 指 揮 車 タンク車 ポンプ車 救 急 車 化 学 車 工 作 車 梯 子 車 そ の 他 

東消防署 １ １ １ １ １ １ １ ３ 

原市分署 ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ 

上平分署 ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ 

伊奈分署 ０ １ １ ２ １ １ ０ ３ 

西消防署 ※１ １ １ １ ０ １ １ ２ 

大谷分署 ０ １ １ ２ ０ ０ ０ ２ 

平方分署 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

※１ 消防力の整備指針に基づき、西消防署に指揮車を新たに配置するが、新 

規購入するものではなく、現有車両の配置替えをもって運用する。 

その他（東消防署）重機搬送車、非常用救急車、調査車 

   （原市分署）連絡車 

   （上平分署）連絡車 

   （伊奈分署）非常用救急車、警防車、連絡車 

   （西消防署）積載車、連絡車 

   （大谷分署）非常用ポンプ車、連絡車 

   （平方分署）ボートトレーラー 、連絡車 

 

変更後 

                           （単位：台） 

 指 揮 車 タンク車 ポンプ車 救 急 車 化 学 車 工 作 車 梯 子 車 そ の 他 

東消防署 １ １ １ １ １ １ １ ４ 

原市分署 ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ 

上平分署 ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ 

伊奈分署 ０ １ １ ２ １ １ ０ ２ 

西消防署 ※１ １ １ １ ０ １ １ ２ 

大谷分署 ０ １ １ ２ ０ ０ ０ ２ 

平方分署 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

※１ 消防力の整備指針に基づき、西消防署に指揮車を新たに配置するが、新 

規購入するものではなく、伊奈町の警防車をもって運用を開始する。 

その他（東消防署）重機搬送車、非常用救急車、調査車、警防車 

   （原市分署）連絡車 

   （上平分署）連絡車 

   （伊奈分署）非常用救急車、連絡車 

   （西消防署）積載車、連絡車 

   （大谷分署）非常用ポンプ車、連絡車 

   （平方分署）ボートトレーラー 、連絡車 

別紙１ 



 

区分 分類 車種別 整備基準 

消
防
用
自
動
車 

ポ
ン
プ
車 

水槽付消防ポンプ自動車 15 年経過後 

消防ポンプ自動車 15 年経過後 

非常用消防ポンプ自動車 15 年経過後 

消防団消防ポンプ自動車 15 年経過後 

化学車 15 年経過後 

車 は
し
ご 

はしご付消防ポンプ自動車 17 年経過後 

屈折はしご付消防ポンプ自動車 17 年経過後 

工
作
車 

救
助 

救助工作車 15 年経過後 

水難救助車 15 年経過後 

指揮車 10 年経過後又はリース 

支
援
車 

後方支援車 15 年経過後又はリース 

人員輸送車 15 年経過後又はリース 

火災調査車 10 年経過後又はリース 

資機材搬送車 15 年経過後又はリース 

指令車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

連絡車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

自
動
車 

救
急
用 

高規格救急自動車 9 年経過後かつ15 万㌔以上
※ 1

 

非常用救急自動車 9 年経過後かつ15 万㌔以上
※ 1

 

そ
の
他
の
自
動
車 

予防車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

査察指導車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

総務車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

本部連絡車 10 年経過後若しくは 10 万㌔以上又はリース 

整
備 

分
解 

はしご車オーバーホール（１回目） 7 年目又は 1,500 時間 

はしご車オーバーホール（２回目） 5 年目又は 1,000 時間 

 

（備考） 

 ※１は、「仮想走行距離」とする。 

「仮想走行距離」＝ 全走行距離 × １／２ × ２ ＋ 全走行距離 × １／２ 

         （出場時走行距離）          （一般走行距離）   

 

 

別紙２ 

上尾市消防本部車両整備基準より抜粋 


